
【表紙】
　
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年２月12日

【四半期会計期間】 第４期第３四半期（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）

【会社名】 株式会社ＵＫＣホールディングス

【英訳名】 UKC Holdings Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　福寿　幸男

【本店の所在の場所】 東京都品川区大崎一丁目11番２号

【電話番号】 03（3491）6575（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役 経理部門、財務部、総務人事部門担当　　田口　雅章

【最寄りの連絡場所】 東京都品川区大崎一丁目11番２号

【電話番号】 03（3491）6575（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役 経理部門、財務部、総務人事部門担当　　田口　雅章

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　

EDINET提出書類

株式会社ＵＫＣホールディングス(E23245)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第３期

第３四半期連結
累計期間

第４期
第３四半期連結
累計期間

第３期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 193,251 216,356 257,088

経常利益（百万円） 3,235 5,922 5,008

四半期（当期）純利益（百万円） 1,717 3,491 2,722

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
659 3,870 2,276

純資産額（百万円） 38,491 42,926 39,671

総資産額（百万円） 95,036 126,662 104,385

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
109.41 222.40 173.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 39.8 33.7 37.7

　

回次
第３期

第３四半期連結
会計期間

第４期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
62.49 96.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

（当第３四半期の概況）　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要はあったものの、全体としては弱含みで推移し

ました。12月の政権交代前後から、デフレ脱却へ向けた金融緩和への期待感や為替相場の円安基調に伴い、企業活動

を中心として景気回復の兆しが見られたものの、個人消費は依然として低迷しております。また海外に目を転じま

すと、欧米の債務問題の長期化や中国を始めとする新興国の経済成長の減速により、経済の先行きは依然として不

透明な状況が続いております。

当社グループが属しておりますエレクトロニクス業界におきましては、スマートフォン、タブレット端末の市場

は拡大している半面、コンパクトデジタルスチルカメラやＰＣの市場は縮小・停滞傾向にあります。

このような状況の下、当社グループにおきましては、中核事業であるソニー製半導体・電子部品の販売事業を更

に強化するとともに、ＥＭＳ（電子機器受託製造サービス）等の高付加価値事業の拡大に積極的に取り組んでまい

りました。　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 2,163 億 56 百万円（前年同期比 12.0％増）、営業利益は

59 億 59 百万円（前年同期比 62.1％増）、経常利益は 59 億 22 百万円（前年同期比 83.1％増）、四半期純利益

は 34 億 91 百万円（前年同期比 103.2％増）となりました。

なお、オペレーション効率の抜本的な改善を目指して平成24年９月に実施いたしました希望退職者募集に伴う特

別損失として ４ 億 97 百万円を計上しております。

 　

（報告セグメント別の業績）　

・半導体及び電子部品事業　

  半導体及び電子部品事業におきましては、平成23年７月１日付けで当社連結子会社である株式会社ユニーデバイ

ス（現 株式会社ＵＷテクノロジーズ）が営んでいた事業を丸文セミコン株式会社へ譲渡したことに伴う減収をデ

ジタルスチルカメラやスマートフォン向け製品の増収が上回りました。また、スマートフォン向け製品の販売や液

晶モジュールの基板実装受託（ＥＭＳ事業）等の比較的付加価値の高い事業が伸長した結果、セグメント利益は大

幅に増加いたしました。　

以上の結果、売上高は 2,046 億 67 百万円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益は 71 億 23 百万円（前年

同期比 43.1％増）となりました。 

　

・電子機器事業 

電子機器事業におきましては、保守メンテナンス等の高付加価値事業に注力したものの、顧客の設備投資の停滞

に伴い、売上高、利益とも低調に推移いたしました。　

以上の結果、売上高は 100 億 84 百万円（前年同期比 4.0％減）、セグメント損失は 69 百万円（前年同期は

25 百万円の損失）となりました。 

　

・システム機器事業 

非接触ＩＣカード関連事業におきましては、事業環境は依然として厳しいものの、デジタルサイネージや電子マ

ネー関連ビジネスに活性化の兆しがみえております。また、半導体及び電子部品の信頼性試験・環境物質分析サー

ビス事業におきましては、試験数や太陽電池関連等の新規案件の増加に伴い、業績も比較的好調に推移いたしまし

た。 　

以上の結果、売上高は 16 億 ５ 百万円（前年同期比 13.3％増）、セグメント利益は １ 億 62 百万円（前年同

期比32.1％増）となりました。
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（2）財政状態の分析　

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して 222 億 77 百万円増加し、1,266 

億 62 百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加 137 億 83 百万円、商品及び製品の増加 100 

億 14 百万円によるものであります。 

　負債は、前連結会計年度末と比較して 190 億 21 百万円増加し、837 億 36 百万円となりました。これは主に、支

払手形及び買掛金の増加 99 億 84 百万円、短期借入金の増加 87 億 70 百万円によるものであります。

  純資産は前連結会計年度末と比較して 32 億 55 百万円増加し、429 億 26 百万円となりました。これは主に、四

半期純利益 34 億 91 百万円、利益剰余金からの配当 ５ 億 49 百万円、為替換算調整勘定の増加 ４ 億 96 百万

円を主因としたその他の包括利益累計額の変動額 ５ 億 45 百万円によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動　

該当事項はありません。　 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,000,000

計 57,000,000

　　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,700,021 15,700,021
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり、剰余

金の配当に関する請求権そ

の他の権利内容に何ら限定

のない、当社における標準と

なる株式であり、単元株式数

は100株であります。

計 15,700,021 15,700,021 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 15,700,021 － 4,383 － 1,383

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己所有株式）

普通株式　     1,300
－ 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,646,900 156,457 同上

単元未満株式 普通株式      51,821 － －

発行済株式総数 15,700,021 － －

総株主の議決権 － 156,457 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,200株含まれており

ます。なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数12個が含まれておりません。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己所有株式）

株式会社ＵＫＣホール

ディングス

東京都品川区大崎一丁目

11番２号
1,300 － 1,300 0.00

計 － 1,300 － 1,300 0.00

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,925 14,564

受取手形及び売掛金 ※2
 61,015

※2
 74,798

商品及び製品 16,081 26,095

仕掛品 352 595

原材料及び貯蔵品 458 362

その他 3,729 4,952

貸倒引当金 △101 △109

流動資産合計 99,461 121,260

固定資産

有形固定資産 1,787 1,965

無形固定資産 300 439

投資その他の資産

投資有価証券 1,803 2,125

その他 1,209 955

貸倒引当金 △177 △84

投資その他の資産合計 2,835 2,997

固定資産合計 4,923 5,402

資産合計 104,385 126,662

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 38,837

※2
 48,822

短期借入金 14,817 23,587

未払法人税等 1,492 1,143

賞与引当金 527 208

その他 2,930 5,975

流動負債合計 58,605 79,737

固定負債

長期借入金 4,865 2,850

退職給付引当金 588 567

役員退職慰労引当金 34 36

その他 620 543

固定負債合計 6,108 3,998

負債合計 64,714 83,736
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,383 4,383

資本剰余金 6,342 6,342

利益剰余金 30,061 32,826

自己株式 △0 △1

株主資本合計 40,787 43,551

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 217 266

為替換算調整勘定 △1,676 △1,179

その他の包括利益累計額合計 △1,459 △913

少数株主持分 342 288

純資産合計 39,671 42,926

負債純資産合計 104,385 126,662
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 193,251 216,356

売上原価 181,048 202,576

売上総利益 12,202 13,779

販売費及び一般管理費 8,526 7,819

営業利益 3,676 5,959

営業外収益

受取利息 15 22

受取配当金 38 25

仕入割引 59 4

受取手数料 33 6

為替差益 － 40

その他 86 172

営業外収益合計 233 272

営業外費用

支払利息 191 229

売上債権売却損 20 33

為替差損 442 －

その他 20 46

営業外費用合計 674 309

経常利益 3,235 5,922

特別利益

固定資産売却益 0 1

負ののれん発生益 29 －

投資有価証券売却益 515 0

その他 0 －

特別利益合計 545 1

特別損失

固定資産処分損 6 6

減損損失 5 －

投資有価証券評価損 15 19

事業譲渡損 ※1
 110 －

退職特別加算金 93 ※2
 497

厚生年金基金脱退特別掛金 ※3
 481 －

その他 0 8

特別損失合計 714 532

税金等調整前四半期純利益 3,066 5,392

法人税等 1,479 1,950

少数株主損益調整前四半期純利益 1,586 3,441

少数株主損失（△） △130 △49

四半期純利益 1,717 3,491
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,586 3,441

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △472 48

繰延ヘッジ損益 15 －

為替換算調整勘定 △470 380

その他の包括利益合計 △927 428

四半期包括利益 659 3,870

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 770 3,920

少数株主に係る四半期包括利益 △111 △49
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【会計方針の変更等】

（会計方針の変更）

　従来、税金費用については、主に当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりまし

たが、四半期連結累計期間の税金費用をより適切に計算することを目的として、第１四半期連結累計期間より年度

決算と同様の原則的な会計処理に変更しております。なお、遡及調整を行った場合の影響が軽微なため前第３四半

期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１  受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 1,876百万円 3,025百万円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形　

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 80百万円 74百万円

支払手形 8 24

　

３　買取保証

  下記のとおり買取保証を行っております。

　
　

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 　 30百万円 　 26百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　事業譲渡損

　当社の連結子会社である株式会社ユニーデバイス（現 株式会社ＵＷテクノロジーズ）が丸文セミコン株式会

社に事業を譲渡したことに伴い発生した損失であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

事業譲渡損 110百万円 －百万円

　

※２　退職特別加算金

　当第３四半期連結累計期間で計上した退職特別加算金497百万円は、平成24年6月15日開催の取締役会決議に基

づき、当社及び国内グループ会社の正社員に対して希望退職の募集をした結果発生した、特別加算金及び再就職

支援費用であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

退職特別加算金 93百万円 497百万円
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※３　厚生年金基金脱退特別掛金

　連結子会社の従業員152名が事業会社の吸収合併に伴い、全国情報サービス産業厚生年金基金に加入するため、

東京都電機厚生年金基金を平成23年９月30日付で脱退したことに伴い発生した厚生年金基金脱退拠出金であり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

厚生年金基金脱退特別掛金 481百万円 －百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月31日

取締役会
普通株式 549 35.00平成23年３月31日平成23年６月14日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月30日

取締役会
普通株式 549 35.00平成24年３月31日平成24年６月13日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

半導体及び電子部
品

電子機器 システム機器 計

売上高     

外部顧客への売上高 181,334 10,500 1,416 193,251

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － －

計 181,334 10,500 1,416 193,251

セグメント利益又は損失（△） 4,978 △25 122 5,076

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額  

報告セグメント計 5,076 　

全社費用（注） △1,399 　

四半期連結損益計算書の営業利益 3,676 　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  重要性がないため記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

半導体及び電子部
品

電子機器 システム機器 計

売上高     

外部顧客への売上高 204,667 10,084 1,605 216,356

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － －

計 204,667 10,084 1,605 216,356

セグメント利益又は損失（△） 7,123 △69 162 7,216

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額  

報告セグメント計 7,216 　

全社費用（注） △1,256 　

四半期連結損益計算書の営業利益 5,959 　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性がないため記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 109円41銭 222円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,717 3,491

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,717 3,491

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,699 15,699

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成25年２月12日

株式会社ＵＫＣホールディングス

取締役会　御中
　

有限責任 あずさ監査法人
　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上坂　善章　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　純孝　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 富永　淳浩　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＵＫＣ

ホールディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年

10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＵＫＣホールディングス及び連結子会社の平成24年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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